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研究者が戸惑っていること

# データ出版・・・本来は、データの取得・処理・保管などについて論文形式で論述し、査読プロセスを経て、
データジャーナル(Springer Natureの”Scientific Data”誌, Elsevierの”Data in Brief”誌など)に出版され、
データを公開することを指す(狭義のデータ出版)。一方、識別子を付けて公開リポジトリに収録したもの
も、一意到達性の観点からデータ出版としてみなすこともできる(広義のデータ出版)。
ここでは、広義のデータ出版を考える。
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 データ保存

 リポジトリって何? (機関リポジトリ?、分野リポジトリ?、オープンリポジトリ?)

 リポジトリはどのくらいのサイズのデータを受け付けてくれるの?
 長期保管はどうすればいいの? 

 データ出版#・データ引用

 最近は論文を出版する際に、データ出版や引用を求められるようになってきたけ
ど、それって何?

 データ出版はどうやればいいの?
 DOIって何? 
 なぜ、このような面倒なことを行わないといけないの?

 研究データ管理計画書

 どのような記述が必要なの?
 いつから、どのような研究公募で必要になるの?



研究者はどこに助けを求めていいのか分からない

• 研究者は、研究データマネジメントに図書館が深く関わっていることに、あまり気
づいていない。(図書館 = 図書、学術論文誌、ラーニングコモンズのイメージ)

• □で示したものは、図書館専門職員のみなさまがよくご存じのキーワードを含ん
でいる。ぜひ啓蒙をお願いしたい。

• □で示したものは、一部に関して、お答えいただけるのではないか思う。 5
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名古屋大学附属図書館の啓蒙活動の例

• 附属図書館のトップページに「OS・OA支援」のバナーがあり、研究データ公開支
援体制が述べられている。

• 各部局へ「学術データの管理、公開促進」FDが実施されている。
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https://www.nul.nagoya-u.ac.jp/oap/os/

https://www.nul.nagoya-u.ac.jp/oap/os/assets/registering_data_flyer_20220822.pdf

リーフレット 「1分で分かる！
研究データリポジトリ登録」



学術リポジトリに研究データを登録した例

• 名古屋大学附属図書館の支援を受けて、学術リポジトリ(Nagoya Repository)に研
究データを登録した。(以下の3例)

– 学術論文で利用した観測データ・・・doi:10.18999/2003010
– 修士課程の学生が作成した観測データ(修士論文で引用)・・・doi:10.18999/33569
– 4年生の学生が作成した観測データ(卒業論文で引用) ・・・doi:10.18999/2002218
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登録申請書
(Excelファイルにメタデータを記述する)

登録ページ(ランディングページ)
(doiも付与されている)

doi:10.18999/33569

Data
(330 MB)

25個程度の項目を埋めるだけでよい。



学術リポジトリに研究データを登録する理由・メリット

• 学術論文の出版のためには不可欠。

• 学生に対する「学術データ管理」・「オープンサイエンス」の教育・実習になる。

– 学生にとっては、自分が一生懸命取ったデータが長期間保管・公開されることに対して、
達成感・人類の知への貢献を感じることができる。

• メタデータのハーベストにより、データが広い範囲で被検索可能になる。

– 機関リポジトリ NII IRDBデータカタログ横断検索システム Google Dataset Search

• 共同研究や研究実績・評価につながる可能性がある。

– 実際に、Nagoya Repositoryからデータをダウンロードした東京大学の研究者との共同研
究につながった。

• 研究機関の持つ研究データ(=知の資産)を可視化・一覧化することができる。
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登録したもの

メタデータハーベストによる
広範囲可視化の実例



学術リポジトリに登録できるデータサイズ

• Nagoya Repositoryに登録した3例においては、20~350 MB。

• 京都大学機関リポジトリ(KURENAI)の例。

– 最大サイズが17.5 GB, その他にも数GBの登録もある。

• DOIを付与するという目的のために、「メタデータのみを機関リポジトリに登録し、

リポジトリの該当ページに、研究者が管理するデータサーバーへのリンクを記載
する」という方法でもよいかもしれない。
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京都大学附属図書館研究支援掛 村上史歩さん提供

doi:10.14989/267216



オープンリポジトリに登録できるデータサイズ

• オープンリポジトリでは、おおよそ10 GB程度のデータセットであれば、受付可能と
なっている。

• 次期JAIRO Cloudでの本格運用の際には、個々の研究者がこの程度のサイズの
データセットを登録できるようになることが望ましい。
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Lerner et al. (2021), 10.7554/eLife.60416



まとめ

• 研究データマネジメントに対して、研究者は多くの戸惑いを抱えているが、そもそ
も図書館がその支援のエキスパートであることにあまり気づいていない。

• 是非、啓蒙活動を通じて、戸惑いの解決に力を貸していただきたい。

• その際には、研究者にとってのメリットを強調していただくと、スムーズに進展す
ると思われる。

• 研究データマネジメント支援(例)
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 データ保存

 リポジトリって何? (機関リポジトリ?、分野リポジトリ?、オープンリポジトリ?)

 長所・短所を整理をし、広報、FDなど。

機関リポジトリに誘導するのがよいのでは? 機関の持つデータを可視化できる。
(日本で生成された研究データが、外国のリポジトリに登録されてよいのか?)

 リポジトリはどのくらいのサイズのデータを受け付けてくれるの?
 機関リポジトリの現状としては、数100MB程度まで(?) 。

 機関リポジトリにはメタデータだけ、研究者が管理するデータ本体へリンク。

 将来的には、10GB程度の受付が可能になると有難い。次期システムへ要望。

 長期保管はどうすればいいの? 

 リポジトリに登録すれば、基本的にずっと保管される。

それ以外のものは、コールドストレージ? Gakunin RDM? 各研究者のストレー
ジ?



まとめ
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 データ出版#・データ引用

 最近は論文を出版する際に、データ出版や引用を求められるようになってきたけ
ど、それって何?

 データ出版はどうやればいいの?
 DOIって何? 
 概要を整理し、広報、FDなど。

 機関リポジトリに登録すれば、自動的にDOIが付与され、データ出版(広義)

がなされる。

 なぜ、このような面倒なことを行わないといけないの?
 データが引用されることで、被引用数を調べることができ、研究者の実績とな

る。

 機関リポジトリに登録すれば、広範囲で被検索可能となる。

 共同研究や研究実績・評価につながる可能性がある。

 研究データ管理計画書

 どのような記述が必要なの?
データの名称、説明、作成者、管理者、保存場所、公開可否などを表形式で(?)

 いつから、どのような研究公募で必要になるの?
基盤研究(B, C)、挑戦的研究、若手研究でも、2024年以降はDMPが求められる。



研究データ管理計画書についての参考資料

• 科研費「学術変革領域研究」で、提出が求められていたDMPの記入例

• 2023年度科研費公募要領の中の記述
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